
１．身近な水環境の全国一斉調査とは 

 

河川をはじめとする身近な水環境に対する市民の意識の高まりを受け、全国各地で、数多くの市

民団体等により水質調査が行われています。このような調査を全国統一の手法で同一日に実施し、

その結果を分かりやすいマップにまとめることで、身近な水環境に関する市民の理解と関心が深ま

ることが期待されます。 

このため、全国各地で水質調査を行ってきた主な市民団体の代表者が集まって設立した「全国水

環境マップ実行委員会」が統一的なマニュアルを作成しました。これに基づき、平成 16 年６月６日

（日）を中心に、市民団体と国土交通省が協働して第１回目の「身近な水環境の全国一斉調査」を

行いました。これ以降毎年６月に一斉調査日を設け、全国の河川や水辺等身近な水環境の水質調査

を実施しています。この調査を今後とも継続することにより、市民の水環境に関する理解と関

心、流域の連携等をさらに深めていきたいと考えています。 

 

２．第４回調査の結果概要 

 

第４回「身近な水環境の全国一斉調査」を市民団体と国土交通省が協働して行い、その結果を分

かりやすく表示したマップを作成し、別添のパンフレットにまとめました。 

今回は 47 都道府県全てにおいて、合計 8,100 人を超す市民の方々に参加いただき、第２回・第

３回調査とほぼ同じ規模の調査となりました。また、調査地点数が過去３回と比較すると最大の

5,473 地点となりました。 

この調査の結果、全調査地点のうち、37％の地点がＣＯＤ値３ mg/L 未満のサケやアユが生息で

きるようなきれいな水質であることが分かりました（別添パンフレット５頁参照）。また、この調

査をきっかけとして、全国各地でインターネット技術を活用した流域水質マップの公開等独自の取

り組みが始まっています（別添パンフレット 17 頁～19 頁参照）。 

 

・ 調査実施日：平成 19 年６月３日（日）を中心に実施 

・ 調査方法：調査マニュアルに基づき、簡易機材でＣＯＤ（※参照）等を測定 

・ 全調査地点の結果の比率： 

・ ＣＯＤ値０ mg/L 以上３ mg/L 未満 37％（第１回：39％、第２回：46％、第３回：35％） 

・ ＣＯＤ値３ mg/L 以上６ mg/L 未満 29％（第１回：26％、第２回：28％、第３回：29％） 

・ ＣＯＤ値６ mg/L 以上       34％（第１回：35％、第２回：26％、第３回：36％） 

 

＜参考＞ 

 

３． 第５回調査の参加募集 

 

調査が全国に広まる一方、地域による地点数のばらつきが大きく、調査が行われていない河川も

数多くあります。現在、平成 20 年実施予定の第５回「身近な水環境の全国一斉調査」の参加者を

募集しておりますので、より多くの方々のご参加をお待ちしています。 

 

・ 調査実施日：平成 20 年６月８日（日） 

・ 調査方法：参加団体が身近な水辺を調査地点に選び、無料で配布する調査マニュアル、   

    調査器材（平成 20 年５月頃配布予定）に基づいて実施。 

 参加団体数（個人を含む） 調査地点数 参加人数（概算）

第１回調査 531 2,545 4,000 人 

第２回調査 1,000 5,018 8,400 人 

第３回調査 944 4,923 8,500 人 

第４回調査 917 5,473 8,200 人 



・ 参加申込方法：申込用紙に必要事項をご記入の上、以下の連絡事務局（みずとみどり研究会）

に、平成 20 年３月 10 日までにＦＡＸ又はメールにてご連絡下さい。申込用紙は別添パンフ

レット 22 頁に掲載されています。また、以下ホームページからもダウンロードできます。 

：身近な水環境の全国一斉調査連絡事務局ホームページ（http://www.japan-mizumap.org/） 

：国土交通省ホームページ（http://www.mlit.go.jp/river/kankyou/research/index.html） 

 

・ 申込先・お問い合わせ先 

事務局：全国水環境マップ実行委員会事務局（問い合わせのみ） 担当：吉川 

〒104-0042 東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9 財団法人河川環境管理財団内  

電話：03-5847-8303              URL: http://www.kasen.or.jp/ 
連絡事務局：みずとみどり研究会 気付（申込・問い合わせ） 担当：佐山 

〒185-0021 東京都国分寺市南町 3-23-2 小松ビル３Ｆ  

電話／FAX：042-327-3169 

E-Mail：mizutomidoriken@ybb.ne.jp URL：http://www.japan-mizumap.org/ 

 
※ ＣＯＤを測定した理由とＢＯＤとの関係について 

 

ＣＯＤ（Chemical Oxygen Demand の略称）は、化学的酸素要求量または化学的酸素消費量と

呼ばれ、試水中に、過マンガン酸カリウム等の酸化剤で酸化される物質（主に有機物）がどの

くらい含まれるかを示します。このＣＯＤは、有機物による汚濁の目安となるため、湖沼、海

域水質の環境基準に用いられています。ＣＯＤの測定は、ＪＩＳ（日本工業規格）で定められ

た標準測定法だけでなく、現地で簡易的に測定する器材が開発されており市民団体による水質

測定で広く利用されています。 

一方、河川水質の環境基準には、ＢＯＤ（Biochemical Oxygen Demand の略称）が用いられ

ています。ＢＯＤは、生物化学的酸素要求量または生物化学的酸素消費量と呼ばれ、試水中に、

微生物により分解されやすい有機物がどのくらい含まれるかを示します。ＣＯＤと同様に有機

物による汚濁の目安となりますが、５日間かけて微生物による分解を行う必要があるため現地

で簡易的に測定する方法はありません。 

「身近な水環境の全国一斉調査」では、河川でも湖沼でも調査を行っていますが、簡易器材

が開発されているＣＯＤを指標に調査を行っています。なお、東京都内河川で標準測定法によ

りＢＯＤとＣＯＤを測定した結果からは、ＢＯＤとＣＯＤとには比較的よい相関関係が認めら

れ、ＢＯＤはＣＯＤのおよそ 0.5～0.6 倍程度になることがわかっています。 

 


